
はだの議会だより 令和元年（2019 年）５月 26 日（日）  第 232 号〘4〙

　定例会初日に示された市長の施政方針や平成 31年度予算に対して行う
「代表質問」は、２月 28日、３月１日の２日間にわたり、各会派からの
代表６人により行われました。

（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載）

一
　
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

問　
ご
み
の
有
料
化
を
避
け
る
た
め
、

一
部
の
地
区
で
可
燃
ご
み
組
成
分
析
を

実
施
し
、
さ
ら
に
草
木
類
の
分
別
や
も

っ
た
い
な
い
Ｄ
ａ
ｙ
の
開
催
な
ど
、
資

源
化
の
促
進
に
よ
り
市
民
の
意
識
も
高

ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
現
状
の
取
り
組
み

で
減
量
目
標
の
達
成
は
可
能
か
。

答　
職
員
が
先
頭
に
立
ち
、
市
民
と
意

識
を
共
有
で
き
る
関
係
を
築
き
、
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

要
望　
市
民
力
と
同
時
に
職
員
力
も
試

さ
れ
る
施
策
で
あ
る
。
減
量
目
標
を
達

成
し
、
市
民
と
共
に
喜
び
合
う
関
係
を

構
築
し
て
ほ
し
い
。

二
　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

問　
市
長
は
「
小
田
急
４
駅
周
辺
の
に

ぎ
わ
い
創
造
」
を
掲
げ
て
い
る
。
本
市

一
　
地
域
医
療
の
充
実
・
強
化
に
つ
い

て問　
秦
野
赤
十
字
病
院
は
利
用
す
る
市

民
に
と
っ
て
、
何
よ
り
健
全
経
営
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
病
院
の
運
営
に
対

す
る
支
援
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
分
娩
業
務
再
開
の
道
筋
な
ど
に
つ

い
て
、
病
院
か
ら
の
提
示
を
受
け
た
上

で
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
地
域
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
、
各
種
検

娩
再
開
と
市
民
へ
の
信
頼
回
復
に
向
け

た
積
極
的
な
情
報
発
信
を
要
望
す
る
。

四
　
学
力
向
上
に
つ
い
て

問　
平
成
31
年
度
は
、
教
育
委
員
会
の

組
織
を
強
化
し
、
学
力
向
上
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
だ
が
、
何
を
行
う
の
か
。

答　
学
力
向
上
に
は
、
分
か
る
授
業
・

楽
し
い
授
業
の
実
現
が
不
可
欠
で
あ
る
。

教
職
員
課
の
設
置
や
指
導
主
事
の
増
員

な
ど
を
行
い
、
指
導
主
事
が
学
校
支
援

に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
指
導

・
助
言
の
充
実
を
図
る
。

一
　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
市
長
就
任
か
ら
１
年
が
経
過
し
た

が
、
組
織
を
率
い
る
リ
ー
ダ
ー
像
と
そ

の
役
割
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
有
言
実
行
、
率
先
垂
範
、
積
極
果

敢
の
リ
ー
ダ
ー
像
を
念
頭
に
置
き
、
市

民
に
信
頼
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
、
開
か

れ
た
市
役
所
づ
く
り
を
進
め
、
市
長
と

し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
。

問　
豊
か
な
自
然
や
名
水
な
ど
多
く
の

地
域
資
源
を
持
つ
本
市
に
と
っ
て
、
本

物
の
魅
力
づ
く
り
と
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
自
然
や
歴
史
な
ど
の
地
域
資
源
を

連
動
さ
せ
、
何
度
も
本
市
に
足
を
運
び

た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
づ
く
り
を
し
、

本
物
の
魅
力
を
持
っ
た
「
ふ
る
さ
と
秦

野
」
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

二
　
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

問　
多
く
の
幹
部
職
員
が
定
年
退
職
を

休
止
し
て
か
ら
４
年
が
経
過
す
る
が
、

市
長
は
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
妊
婦
が
困
ら
な
い
よ
う
行
政
に

広
域
連
携
窓
口
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答　
平
成
30
年
度
に
は
大
学
医
局
と
顔

の
見
え
る
関
係
を
築
き
精
力
的
に
調
整

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
自
ら
先
頭
に

立
ち
事
態
の
打
開
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
市
が
主
導
す
る
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
市
内
の
妊

婦
の
実
情
に
応
じ
適
切
な
分
娩
施
設
に

振
り
分
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
秦
野
赤

十
字
病
院
で
も
妊
婦
検
診
の
際
、
近
隣

病
院
で
の
分
娩
を
紹
介
し
て
い
る
。

要
望　
秦
野
赤
十
字
病
院
で
の
早
期
分

問　
優
良
店
舗
・
工
場
及
び
技
能
者
表

彰
式
で
は
秦
野
産
材
を
使
用
し
た
表
彰

状
が
贈
ら
れ
た
。
市
内
で
制
作
ま
で
を

行
う
６
次
産
業
化
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
市
内
事
業
者
に
よ
る
制
作
が
望
ま

し
い
た
め
、
事
業
者
の
育
成
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
本
市
の
木
材
を
加
工
し
、
流
通

・
販
売
ま
で
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

五
　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

問　
秦
野
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
の
推
奨
農
産
物
と
し
て
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

要
望　
制
度
の
充
実
を
要
望
す
る
。

の
ま
ち
づ
く
り
は
各
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
が
担
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
を
生
き
る
若
者
な
ど
も
活
動
で
き
る

小
田
原
市
の
「
※
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
の
よ

う
な
場
所
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て
い

る
。
市
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
へ
の
移
転

も
検
討
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が

難
し
い
状
況
で
あ
る
。
利
用
者
団
体
な

ど
の
声
を
聴
き
な
が
ら
最
適
な
場
所
を

検
討
し
て
い
く
。

要
望　
神
奈
川
県
知
事
は
県
議
会
の
代

表
質
問
で
「
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

と
し
て
、
国
、
県
、
市
町
村
の
施
設
事

情
を
共
有
し
、
市
町
村
か
ら
の
相
談
に

応
じ
る
窓
口
を
設
置
す
る
方
針
」
と
答

弁
し
た
。
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
秦
野

セ
ン
タ
ー
と
は
だ
の
こ
ど
も
館
の
複
合

化
に
よ
る
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
、

県
へ
の
相
談
を
要
望
す
る
。

三
　
地
域
医
療
の
充
実
・
強
化
に
つ
い

て問　
秦
野
赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務
が

貯
金
と
借
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が

ら
、
適
正
な
財
政
運
営
を
し
て
ほ
し
い
。

四
　
教
育
水
準
の
改
善
・
向
上
に
つ
い

て問　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、

全
国
平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答　
教
育
施
策
の
推
進
は
、
確
か
な
学

力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
先

行
投
資
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来

に
生
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
習
環
境
の
充
実
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
教
育
水
準
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

五
　
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
の
推
進
に

つ
い
て

問　
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
施

設
に
よ
る
焼
却
を
実
現
す
る
た
め
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
草
木
類
の
資
源
化
、
資
源
物
の
分

別
徹
底
、
生
ご
み
の
減
量
、
事
業
系
ご

み
の
減
量
を
４
つ
の
柱
と
し
、
市
民
、

事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
活
動

を
全
市
的
に
展
開
し
て
い
く
。

六
　
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

問　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
老
朽
化
が
進
む

中
、
今
後
の
整
備
・
改
修
な
ど
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
将
来
に
わ
た
る
維
持
管
理
や
不
足

施
設
の
解
消
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
る

た
め
、
ス
ト
ッ
ク
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
検
討
し
て
い
く
。

七
　
水
道
事
業
に
つ
い
て

問　
長
い
歴
史
を
持
つ
本
市
の
水
道
施

設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
が
、
対

策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
老
朽
化
し

た
水
道
管
や
施
設
の
更
新
な
ど
を
耐
震

化
と
併
せ
て
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
維
持

の
考
え
も
あ
る
が
、
施
設
の
耐
震
化
な

ど
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
柔
軟
に

財
源
を
確
保
し
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

診
を
拡
充
す
る
こ
と
も
健
全
経
営
の
一

助
と
な
る
た
め
、
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二
　
教
育
水
準
の
改
善
・
向
上
に
つ
い

て問　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
分
析
を
踏
ま
え
、
学
力
向
上
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　
学
力
向
上
に
成
果
を
上
げ
た
秋
田

県
な
ど
も
参
考
と
し
、
今
後
も
地
域
・

学
校
・
家
庭
が
一
体
と
な
り
推
進
す
る
。

要
望　
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
て
ほ
し
い
。

三
　
小
田
急
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創

造
に
つ
い
て

問　
表
丹
沢
の
玄
関
口
で
あ
る
渋
沢
駅

改
修
に
伴
う
経
済
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
を
契
機
に
地
域
経
済
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
通
勤
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
秦

野
駅
北
口
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
午
前
６

時
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て

ほ
し
い
。

四
　
丹
沢
を
意
識
し
た
６
次
産
業
に
つ

い
て

迎
え
る
中
、
新
し
い
時
代
を
担
う
職
員

を
育
成
す
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
職
務
へ
高
い
意
欲
を
持
つ
職
員
を

国
、
県
、
自
治
大
学
校
な
ど
に
派
遣
す

る
と
と
も
に
、
従
来
の
研
修
内
容
を
見

直
し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
人
材
の
育

成
に
努
め
て
い
く
。

三
　
新
年
度
に
臨
む
基
本
姿
勢
に
つ
い

て問　
「
５
つ
の
誓
い
」
の
重
点
事
業
や

総
合
計
画
の
実
現
を
担
保
す
る
財
政
見

通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
「
選
択
と
集
中
」
を
一
層
強
化
し
、

限
り
あ
る
財
源
を
真
に
必
要
な
事
業
に

配
分
し
て
い
く
。
財
政
調
整
基
金
は
、

標
準
財
政
規
模
の
10
％
で
あ
る
30
億
円

を
確
保
し
、
そ
の
取
り
崩
し
を
せ
ず
、

将
来
の
財
政
需
要
に
備
え
て
い
く
。

要
望　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

民  

政  

会　
　
八 

尋　
伸 

二

市
民
力
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

創
秦
ク
ラ
ブ　
　
谷　
　
和 

雄

本
市
の
特
色
を
生
か
し
た

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ　
川 

口　
　
薫

「
本
物
の
魅
力
づ
く
り
」
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を

体育室の床修繕が予定されているサンライフ鶴巻

分娩業務休止から４年が経過する秦野赤十字病院

秦野産材を使用した渋沢駅コンコース
…市長が平成31年度の市政運営の基本方針として、施策の方向性や、主な事業の取り組みを示すものです。施政方針
…議員が所属する会派を代表して市長の施政方針や平成31年度予算について行う質問で、各会派の所属議員数に応じて質問時間が配分されます。代表質問

議長公務（１月～３月）
議長の主な公務についてお知らせします。
より詳細な公務日程については、市議会ホーム
ページで公開しています。 阿蘇 佳一 議長

○１月
	 ７日	（月）	平成31年秦野市新年賀詞交歓会
	 12日	（土）	平成31年秦野市消防出初式
	 14日	（月）	平成31年秦野市新成人のつどい
	 19日	（土）	平成30年度秦野市教育功労者等表彰式
○２月
	 ３日	（日）	第16回秦野市保健福祉センターフェスティバル
	 13日	（水）	秦野市安全運転管理者会創立50周年記念式典
	 24日	（日）	平成30年度公益財団法人秦野市スポーツ協会
	 		 スポーツ功労者等表彰式
○３月
	 ５日	（火）	渋沢駅リニューアル記念式典
	 17日	（日）	新東名高速道路厚木南インターチェンジ〜伊勢原ジャ

ンクション開通式典
	 24日	（日）	第13回秦野市里山まつり開会式
	 26日	（火）	秦野駅北口自転車駐車場供用開始式
	 27日	（水）	県立秦野養護学校高等部校舎棟落成式

※４月１日に県央八市議会議長連絡協議会会長に就任しました。

※UMECO…小田原駅東口にある市民交流センター用語解説


